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助 教　大城 崇司

東邦大学医療センター佐倉病院　外科

『内科治療が困難な高度肥満症に対して、
  肥満外科手術を行っています』

医療連携・患者支援センター
診療についてのお問合せ先

月～金曜日　9：00～16：30　　土曜日（第3土曜日除く）　9：00～13：00

043-462-8770TEL 043-461-2721FAX

肥満症とは、脂肪の蓄積過剰があり、なお
かつ関連する健康障害（糖尿病、高血圧、
高脂血症、脳心血管障害、不妊症、癌など）
が治療すべき対象である状態です（図1）。

そもそも肥満は飽食・偏食、運動不足のみ
が原因ではなく、遺伝、成育環境に加え、
時にはメンタル的要素、知的発達のアンバ
ランスが複雑に絡みあって、引き起こされ
ることもありその治療は非常に困難です。
また日本人は肥満状態に弱い人種であり、
比較的軽度の肥満でも、関連健康障害が誘
発されることが大きな問題となっています。
肥満症治療は、食事・運動・薬物・行動
療法を用いた内科的な治療が中心です。し
かし、その治療にアクセスできる患者さん
はごく少数であり、多くの患者さんが、十
分な治療を受けられずにいました。たとえ
熱心な内科医にめぐりあえたとしても、減

東邦大学医療センター佐倉病院外科では、内科治療が困難な高度肥満症の患者さんに、「腹
腔鏡下袖状胃切除術」を先進医療として、また「腹腔鏡下胃バイパス術」「腹腔鏡下スリー
ブバイパス術」を自費診療として提供しています。当院なら患者さんの病態にあった手術選
択が可能です。

肥満症治療チームの下、肥満外科手術が受けられるのは国内で10施設程度です。

TheProfessional
ザ プロフェッショナル

Vol. 08

当院の2年程度の短期成績ですが、20～
50Kg の体重減少ならびに、関連健康障害
の改善を認めています。特に重大な合併症
である糖尿病の治癒率は 83％・改善率は
100%と良好です（図 3）。

この良好な成績は外科手術のみで達成され
るわけではありません。術前からの内科医
を中心とした多職種からなるチーム医療（精
神科医・看護師・管理栄養士・臨床心理士・
理学療法士）による積極的な介入と、その
後のオーダーメイドなフォローアップによる
ところがかなりのウエイトを占めています。
肥満症外科手術はあくまできっかけであり、
長期的に健康的な身体を維持するために
は、「チーム医療」による支えが重要です。

＊先進医療とは、手術費用を自費診療
（506,400 円）で、その他の診療費（入院費、
注射、薬剤など）を保険診療できる、国が
認めた混合診療です。

量を達成し、健康な状態で維持できる患者
さんは、統計的には5%にも達していません。
肥満症の新しい治療オプションとして、肥
満外科手術（Bariatric Surgery）が行わ
れています。日本ではまだ十分に普及して
いない肥満外科手術ですが、海外ではその
効果も実証されている、エビデンスのある
治療として長年に渡り行われてきました。全
世界で年間 30 万人の患者さんが肥満外科
手術を受けています。
当院では患者さんの身体に負担の少ない腹
腔鏡でその手術を行います。「袖状胃切除術」
とは、「胃をバナナのように細くする」手術で
あり、その容量は約 100ml 程度になります。
主に摂食制限効果により、減量と関連健康
障害を改善させる術式です。日本で行われ
ている7割が腹腔鏡下袖状胃切除術です（先
進医療＊）。また肥満症患者の病態に応じて、
腹腔鏡下胃バイパス、スリーブバイパス手術
（自費診療）も行えるのが当院の特徴でもあ
ります（図2）。
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肥満症の初診は、直接外科では診察しておりません。
糖尿病・内分泌・代謝センターの高度肥満症外来へご紹介下さい。

図 3　当院の治療成績
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『わたしたちは高度肥満患者さんを「チーム」でサポートし、
  そして「治療」します。』

平成25年 10月 1日発行

体重を減らしたい・・・。しかし、そう簡単に行かないのが肥満治療です。
肥満の苦しみを分かってもらえない・・・。なかなか周囲の理解を得られないのが肥満治
療です。

高度肥満で苦しんでいる方へ　そのご家族へ　そして医療機関へ
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肥満治療は、単に体重を減らす治療ではあ
りません。まず肥満の合併症は多彩です。
心血管イベント、重度の糖尿病合併症、関
節障害、透析導入、不妊、睡眠時無呼吸な
どが複雑に関連し、専門医が集学的に連携
する必要があります。とくに BMI35＊以上
で定義される高度肥満では重篤な合併症を
生じやすく、肥満は寿命を縮める身体的な
疾患であるといえます。

当然のことながら、肥満治療の根本は減量
です。減量で合併症や生命予後は改善しま
す。本人が健康を取り戻すだけでなく、そ
の活躍が社会への還元となり、そして医療
経済効果をももたらします。しかし肥満が
高度な方ほど、自ら食事や運動といった生
活習慣を改善して減量することは、きわめて
困難な課題となります。言い換えれば、肥
満は「自分で体重をコントロールできない疾
患」でもあります。それには体質、環境、
成育の過程、心理的な要因などが大きくか
かわっています。これは単なる「努力不足」
とは違うものと理解する必要があります。

とはいえ、治療に取り組むのはご自身です。
しかも長期的に取り組む必要があります。
高い目標は挫折に結びつきやすいので、ま
ずは健康的な毎日を過ごすことにフォーカス
をあてます。①当院独自の weight control 
fileに体重記録をつけ、②フォーミュラ食で正
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東邦大学医療センター佐倉病院　糖尿病内分泌代謝センター

しい食習慣を身に付け（図1）、③毎日可能な
運動習慣を作ります。日々の体重の増減に一
喜一憂せず、しっかり自身に向き合う心構
えを作ることが大切です。
当院ではその取り組みを内
科医、精神科医、看護師、
管理栄養士、臨床心理士、
理学療法士のチームで支援
し、治療にあたっています。

しかしこのような内科的治
療のみでは、長期の減量効
果は得られにくいのが現実
でもあります。当院では3
年前から、まだ国内でほと
んど普及していない肥満外
科治療がスタートしていま

す。詳しくは大城崇司医師の稿に譲りますが、
30～40％の体重減少と、インスリンが不要
になるほどの糖尿病改善効果は、内科医には
驚愕のレベルです。そしてその効果は心にも
健康をもたらします。一方で外科治療は「食
べる」ことによる安定を崩す治療ともいえ、
身体の劇的な変化は、心や周囲の人間関係を
変化させうる両刃の剣でもあります。肥満外
科治療の効果は、内科的・心理学的・栄養学
的なサポート体制のもとで花開きます（図2）。
 
私たちは国内随一の総合的肥満治療チーム
です。何度も減量に失敗してあきらめていた
方、孤独に悩まれていた方がいらっしゃいま
したら、ぜひ当院の内科（糖尿病・内分泌・
代謝センター）にご紹介ください。

＊BMI とは、Body Ｍass Index（肥満指数）
の略で、体重（kg) を身長 (m) の二乗で割っ
たものです。我が国では BMI25以上を肥満
と定義しています。
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